
■
急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
の

　
着
工
に
向
け
て

　

学
校
法
人
兵
庫
医
科
大
学
は
、
こ
こ

数
年
の
間
に
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
兵
庫
医
療
大
学
開
学
、
さ
さ
や
ま
医

療
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
な
ど
の
整
備
拡
充
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、西
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
、

い
よ
い
よ
本
格
的
整
備
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

西
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
昭
和
47
年
の

開
学
以
来
40
年
近
く
が
経
過
し
、
多
く

の
建
物
の
配
管
や
空
調
な
ど
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
に
お

い
て
は
天
井
が
低
い
た
め
、
最
新
の
大

型
医
療
機
器
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
今
後
の
設
備
充
実
面
で
も
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
整
備
の
第
一
歩
と
し
て
、
10

号
館
東
側
に
7
階
建
て
の「
急
性
医
療

総
合
セ
ン
タ
ー
」を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
の
役
割
を
充
実
さ
せ
、
地
震
や
洪
水

な
ど
の
災
害
時
に
も
機
能
す
る
救
急
救

命
セ
ン
タ
ー
、
手
術
セ
ン
タ
ー
、
集
中
治

療
セ
ン
タ
ー
、
周
産
期
セ
ン
タ
ー
、
Ｉ
Ｖ

Ｒ（
血
管
内
手
術
）セ
ン
タ
ー
な
ど
の
急

性
期
医
療
の
中
核
を
な
す
施
設
を
包
括

し
、
高
度
な
医
療
を
展
開
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　

免
震
構
造
を
有
す
る
こ
の
セ
ン
タ
ー

建
設
資
金
は
、
自
己
資
金
、
寄
付
金
等
の

他
、
一
部
を
国
か
ら
の
医
療
施
設
耐
震

化
臨
時
特
例
交
付
金
を
充
当
し
て
建
設

し
ま
す
。
平
成
23
年
3
月
着
工
、平
成
25

年
6
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
現
在
詳
細

な
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
脱
線
事
故
で
学
ん
だ
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
救
急
医
療
体
制
の
在
り
方
や

経
験
を
生
か
す
こ
と
で
、
こ
の「
急
性
医

療
総
合
セ
ン
タ
ー
」が
地
域
の
皆
様
に
一

層
貢
献
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

■
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
新
医
療
セ

　
ン
タ
ー
移
転
へ
の
期
待
と
展
望

　

当
セ
ン
タ
ー
は
阪
神
地
区
7
市
1
町

（
1
8
4
万
人
）の
救
急
医
療
を
担
っ
て

お
り
、
年
間
約
1
，0
0
0
例
の
3
次

救
急
疾
患
の
緊
急
・
集
学
的
治
療
を
行

い
、
外
来
処
置
、
他
科
振
分
け
、
電
話
相

談
、
救
急
救
命
士
へ
の
特
定
行
為
指
示

な
ど
を
合
わ
せ
る
と
約
2
，5
0
0
例

を
扱
っ
て
い
ま
す
。
救
急
及
び
集
中
治

療
専
門
医
に
加
え
て
、
外
科
、
整
形
外

科
、
消
化
器
、
循
環
器
、
脳
外
科
、
小
児

科
な
ど
様
々
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を

持
つ
医
師
が
専
従
し
、
学
内
全
科
の
協

力
の
も
と
に
複
数
科
に
ま
た
が
る
重
症

疾
患
の
治
療
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

産
婦
人
科
・
脳
・
呼
吸
器
・
心
臓
血
管
な

ど
外
科
系
各
科
の
緊
急
手
術
症
例
も
当

セ
ン
タ
ー
で
全
身
状
態
を
整
え
て
か
ら

手
術
室
へ
送
り
、
一
般
病
室
で
管
理
で

き
な
い
内
科
系
各
科
の
症
例
も
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　

新
医
療
セ
ン
タ
ー
は
重
篤
な
救
急
疾

患
に
対
し
て
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。
1
階

の
初
療
室
に
6
台
の
処
置
ベ
ッ
ド
を
お

き
、重
篤
な
症
例
は
そ
の
場
で
麻
酔
、手

術
を
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
熱
傷
専

用
の
防
水
室
、
生
物
・
化
学
・
放
射
性
物

質
汚
染（
事
故
・
災
害
・
テ
ロ
）用
の
洗

浄
室
、
心
筋
梗
塞
や
出
血
な
ど
に
対
応

す
る
血
管
撮
影
室
を
設
置
し
、
西
宮
消

防
の
救
急
隊
員
と
救
急
車
常
駐
に
つ
い

て
も
協
議
し
て
い
ま
す
。
2
階
に
は
熱

傷
専
用
ユ
ニ
ッ
ト
を
含
む
救
急
I
C
U

と
循
環
器
C
C
U
共
同
の
ベ
ッ
ド
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。
3
階
の
外
科
・
一

般
I
C
U
と
は
直
通
階
段
で
つ
な
ぎ
、

緊
急
時
に
互
い
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
共
有

し
ま
す
。
初
療
室
、
I
C
U
と
も
に
上

層
階
の
手
術
室
や
周
産
期
セ
ン
タ
ー
と

専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
つ
な
ぎ
、
短
時

間
で
患
者
搬
送
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま

す
。

　

新
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
急
性
期
疾
患

の
初
期
治
療
に
関
連
す
る
部
署
を
一
つ

の
ビ
ル
に
機
能
的
に
集
約
・
配
置
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
の
救
急
疾
患
に
今

ま
で
以
上
に
速
や
か
に
対
応
し
て
ゆ
く

所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

■
急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
手
術
部
門

　

現
在
、
兵
庫
医
科
大
学
病
院
中
央
手

術
部
は
、1
号
館
4
・
5
階
の
14
手
術
室

を
中
心
に
、
年
間
約
6
，2
0
0
症
例
の

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
約

90
%
は
全
身
麻
酔
・
区
域
麻
酔
な
ど
の

麻
酔
科
管
理
が
必
要
な
手
術
で
す
。
こ

の
よ
う
に
高
い
割
合
で
麻
酔
科
が
管
理

す
る
高
度
な
手
術
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

他
の
施
設
に
な
い
特
徴
で
す
。
今
回
計

画
中
の
急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
手
術

部
門
で
は
、
10
号
館
5
階
の
一
部
と
急

性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
に
、
14
手

術
室
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
手
術
室

数
は
現
在
と
同
じ
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
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急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー

～
急
性
期
医
療
を
担
う
部
門
が
集
結
～

兵庫医科大学病院
太城　力良 病院長

兵庫医科大学病院
小谷　穣治 救命救急センター長

兵庫医科大学病院
上農　喜朗 中央手術部長

理念
兵庫医科大学病院は、

安全で質の高い医療を行い、
地域医療へ貢献するとともに、
よき医療人を育成します。

基本方針
・人権を尊重し、患者の立場に立った医療の実践

・人間性豊かな、優れた医療人の育成
・高度で、先進的な医療や医学研究の推進
・健康増進活動による保健・福祉の推進
・地域の医療機関との円滑な連携

急性医療総合センター（予定図）



診
療
内
容
・
専
門
分
野

　

X
線
や
放
射
性
同
位
元
素
を
用
い
た
画
像
診
断

や
放
射
線
治
療
を
専
門
に
行
う
診
療
科
で
す
。
最

新
の
放
射
線
機
器（
64
／
1
2
8
列
C
T
、
3.0
T
 

M
R
I
な
ど
）に
よ
る
診
断
と
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
放
射
線
科
外
来
、
入
院
病
床
を
有
し

I
V
R
治
療
や
放
射
線
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
画
像
診
断
部
門

（1） 

Ｃ
Ｔ
検
査 

2
0
0
9
年
の
検
査
実
績
は
約
2
3
，0
0
0
件
。

現
在
3
台（
64
／
1
2
8
列
、
16
列
、
4
列
）の
多

列
Ｃ
Ｔ（
M
D
C
T
）が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
64
／

1
2
8
列
C
T
の
導
入
で
高
速
で
高
分
解
能
の
撮

影
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
高

画
質
の
多
方
向
断
面
像
・
3
次
元
立
体
画
像
は
診

断
能
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

（2） 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査 

2
0
0
9
年
の
検
査
実
績
は
約
1
2
，0
0
0
件
。

現
在
、
最
新
の
3.0
T
か
ら
ル
ー
チ
ン
用
の
1.0
T
ま

で
の
4
台
の
M
R
I
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
形
態

的
な
画
像
の
み
で
は
な
く
、
脳
機
能
画
像
や
Ｍ
Ｒ

ス
ペ
ク
ト
ロ
ス
コ
ピ
ー
を
用
い
た
機
能
情
報
を
得

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
肝
特
異
的
造
影
剤
を
用
い

た
肝
が
ん
の
検
査
も
機
能
的
な
検
査
の
一
種
と
言

え
ま
す
。

（3）
X
線
検
査

消
化
管
造
影
、

腎
盂
尿
管
造

影
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
な

ど
の
単
純
・

造
影
X
線
検

査
の
診
断
を

行
っ
て
い
ま

す
。

■
I
V
R
部
門

　

I
V
R
と
は
画
像
診
断
技
術
を
応
用
し
た
治
療

で
、
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
を
用
い
て
行
い
ま
す
。
効

果
的
で
体
に
か
か
る
負
担
の
少
な
い
、Q
O
L（
生

活
の
質
）の
高
い
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
0
0
9
年
に
は
約
7
2
0
件
の
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

（1）
肝
が
ん
に
対
す
る
肝
動
脈
化
学
塞
栓
術（
T
A
C
E
）  

（2）
門
脈
圧
亢
進
症（
胃
・
食
道
静
脈
瘤
、肝
性
脳
症
、 

 

難
治
性
腹
水
）に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

 

（
B
R
T
O
、T
I
P
S
な
ど
）

（3）
頭
頚
部
が
ん
な
ど
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
抗
が
ん

 

剤
動
脈
注
入
療
法

（4）
脳
動
脈
瘤
の
コ
イ
ル
塞
栓
術
、頸
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術

（5）
肺
動
静
脈
奇
形
や
内
臓
動
脈
瘤
、外
傷
性
・
産
後

 

出
血
な
ど
に
対
す
る
血
管
塞
栓
術

（6）
血
管
狭
窄
に
対
す
る
血
管
形
成
術

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

子
宮
筋
腫
に
対
す
る
子
宮
動
脈
塞
栓
術
や
脊
椎
圧

迫
骨
折
に
対
す
る
経
皮
的
椎
体
形
成
術
な
ど
の
新

し
い
治
療
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

■
放
射
線
治
療
部
門

　

年
間
の
べ
約
8
，6
0
0
件
の
放
射
線
照
射
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
化
器
癌（
食
道
癌
、大
腸
癌
な

ど
）、
前
立
腺
癌
、
頭
頚
部
癌
、
乳
癌
、
婦
人
科
癌
な

ど
の
各
種
悪
性
腫
瘍
に
対
し
、
三
次
元
治
療
計
画

装
置
を
用
い
た
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
2
0
0
7
年
5
月
よ
り
早
期
肺
癌

に
対
す
る
体
幹
部
定
位
放
射
線
治
療
、
2
0
0
9

年
12
月
よ
り
前
立
腺
癌
に
対
す
る
強
度
変
調
放
射

線
治
療（
I
M
R
T
）お
よ
び
画
像
誘
導
放
射
線
治

療（
I
G
R
T
）も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

泌
尿
器
科
と
共
同
で
前
立
腺
癌
に
対
す
る
小
線
源

治
療
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
　
建
物
用
途
予
定

1
階
・
・
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

 

血
管
内
手
術
セ
ン
タ
ー

2
階
・
・
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

す
る
と
と
も
に「
よ
き
医
療
人
を
育
成
」し
て

い
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
る
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。

　

西
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
も
大
き
く
生
ま
れ
変
わ

り
始
め
る
こ
の
時
期
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

も
、
病
院
で
働
く
職
員
に
と
っ
て
も
、
よ
り
よ

い
病
院
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

3
階
・
・
・
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー

4
階
・
・
・
手
術
セ
ン
タ
ー

5
階
・
・
・
ア
イ
セ
ン
タ
ー

6
階
・
・
・
周
産
期
セ
ン
タ
ー

7
階
・
・
・
設
備
室

　

兵
庫
医
科
大
学
病
院
は
、
平
成
17
年
12
月
に

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
基
準（
病
院
機
能

評
価
Ｖ
ｅ
ｒ
．
4.0
）を
達
成
し
て
い
る
病
院
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
認
定
有
効
期
限
は
5
年
間

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
秋
に
認
定
期
限
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
Ｖ
ｅ
ｒ
．
6.0
を
再
受
審

し
ま
す
。

　

第
三
者
の
立
場
の
方
々
に
病
院
の
機
能
に
つ

い
て
体
系
的
に
客
観
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、

１
、
病
院
の
現
状
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る

２
、
医
療
の
質
と
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

を
行
う
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る

３
、
効
果
的
で
具
体
的
な
改
善
目
標
の
設
定
が

明
確
に
な
る

４
、
指
摘
を
受
け
た
問
題
点
に
つ
い
て
、
関
係

部
門
だ
け
で
な
く
全
職
員
が
共
通
認
識
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
改
善
意
欲
の
向
上
に

つ
な
が
る

５
、
審
査
結
果
報
告
書
に
、
問
題
点
を
改
善
す

る
た
め
の
方
向
が
示
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
準
備
時
間
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を
費

や
す
に
値
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

何
よ
り
、
評
価
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
認
定
医

療
機
関
と
な
る
こ
と
は
、
医
師
、
看
護
師
を
は

じ
め
と
す
る
病
院
職
員
と
患
者
さ
ん
の
信
頼

が
一
層
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
の
理
念
で
あ
る「
安
全
で
質
の

高
い
医
療
」を
お
こ
な
い「
地
域
医
療
へ
貢
献
」

の
手
術
室
に
十
分
な
広
さ
を
確
保
し
、
内
視
鏡

手
術
室
は
も
ち
ろ
ん
、
血
管
撮
影
装
置
を
備
え

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
装

置
な
ど
に
よ
る
低
侵
襲
に
も
対
応
で
き
る
手

術
室
を
確
保
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
整
形
外
科
や
脳
外
科
手
術
を
行
う
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
も
3
室
確
保
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
他

の
手
術
室
も
最
新
の
設
備
に
よ
り
標
準
以
上
の

清
浄
度
を
確
保
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
手
術
に
直
接
関
係
す
る
設
備

だ
け
で
な
く
、
手
術
を
円
滑
に
準
備
し
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
機
能
と
し
て
、
病
院
電
子
カ

ル
テ
と
最
新
の
手
術
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
、麻
酔
・
看
護
記
録
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
、

中
央
滅
菌
室
と
物
流
セ
ン
タ
ー
と
も
密
接
に
連

携
し
、手
術
器
材
・
材
料
の
滅
菌
・
準
備
・
使
用

に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
も
と
に
、
効
率
的
で

安
全
な
手
術
部
運
営
を
行
う
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
今
後
は
、
従
来
と
同
じ
手
術
室
数
で
、
よ

り
高
度
で
低
侵
襲
の
手
術
が
よ
り
多
く
実
施
で

き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

放
射
線
科

IVR治療（肝がんに対する肝動脈化学塞栓術）：X線テレビモニ
ターを見ながら。廣田主任教授（左）と山本医師。

リニアック放射線治療装置

64/128列CT装置

よ
り
よ
い

　

病
院
作
り
を

　
　

め
ざ
し
て

耐震構造と免震構造



診
療
内
容

　

乳
腺
・
内
分
泌
外
科
で
は
、
乳
が
ん
を
中
心
に

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
日
本
人
女
性

の
が
ん
の
中
で
最
も
多
く
、
20
人
に
1
人
が
生
涯

の
う
ち
に
乳
が
ん
に
な
り
、
今
後
も
増
え
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
に
乳
が
ん
に
な
っ
て
も
、

早
期
の
段
階
で
治
療
を
行
え
ば
9
割
以
上
の
乳
が

ん
を
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
（
乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）で
石
灰
化
し

か
な
い
段
階
で
見
つ
か
れ
ば
、
1
0
0
％
近
く
乳

が
ん
を
治
す
こ
と
が
可
能
で
す
か
ら
、
普
段
か
ら

検
診
を
受
け
て
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
写
真
1
の
よ
う
に
石
灰
化
は
白
い
小
さ
な
点

と
し
て
見
つ
か
り
ま
す
。
が
ん
が
原
因
で
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、が
ん
が
疑
わ
れ
る
と
き

診
療
内
容

　

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
は
、
内
視
鏡
を
用
い
た
診
断

と
治
療
を
行
う
診
療
部
門
で
あ
り
、消
化
器
内
科
、

肝
胆
膵
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
肝
胆
膵
外
科
、
上
部

消
化
管
外
科
、
下
部
消
化
管
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、

放
射
線
科
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
部
消
化
管（
食
道
・
胃
・

十
二
指
腸
）、
小
腸
、
下
部
消
化
管（
大
腸
）、
胆
膵
、

気
管
支
、
胸
腔
の
内
視
鏡
検
査
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
の
医
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
拡
大
内
視
鏡
、
超
音
波
内

視
鏡
、
画
像
強
調
内
視
鏡（
N
B
I
）、
カ
プ
セ
ル

内
視
鏡
な
ど
の
最
新
の
内
視
鏡
機
器
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
常
に
精
度
の
高
い
内
視
鏡
診
断
と

治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま

す
。
年
間
の
内
視
鏡
検
査
件
数
は
上
部
消
化
管
約

5,
5
0
0
件
、
下
部
消
化
管
約
3,
5
0
0
件
、
胆

は
ス
テ
レ
オ
ガ
イ
ド
下
の
マ
ン
モ
ト
ー
ム
生
検
と

い
う
検
査
を
行
な
い
ま
す
。
当
科
に
は
こ
の
装
置

が
あ
り
、石
灰
化
の
精
密
検
査
が
可
能
で
す
。

　

乳
が
ん
の
治
療
で
は
、
手
術
を
行
な
い
ま
す
。

も
し
が
ん
の
存
在
す
る
範
囲
が
小
さ
け
れ
ば
、
温

存
手
術
と
呼
ば
れ
る
乳
房
を
残
す
手
術
が
可
能
で

す
。
し
か
し
、
乳
房
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
で
も
、
筋
肉
や
バ
ッ
ク
を
使
っ
て
乳
房
を
作
る

膵
約
3
0
0
件
、気
管
支
約
4
0
0
件
で
す
。

　

ま
た
、
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
内
視
鏡
を
用
い

た
幅
広
い
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
実
施
し
て
い
る
内
視
鏡
治
療
は
、
消
化

管
ポ
リ
ー
プ
や
早
期
癌
の
内
視
鏡
的
切
除
術
、
消

化
管
出
血
の
止
血
術
、
胃
・
食
道
静
脈
瘤
の
治
療
、

消
化
管
狭
窄
の
拡
張
術
・
ス
テ
ン
ト
留
置
術
、
経

皮
的
胃
瘻
造
設
術
、
胆
管
結
石
の
治
療
、
胆
管
閉

塞
の
ド
レ
ナ
ー
ジ
術
、気
管
支
ス
テ
ン
ト
留
置
術
、

胸
腔
鏡
に
よ
る
種
々
の
処
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
治
療
内
視
鏡
が
検
査
全
体
の

約
10
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
消
化
管
ポ
リ
ー
プ
や

早
期
癌
の
内
視
鏡
的
切
除
術
は
、食
道
・
胃
・
大
腸

合
わ
せ
て
年
間
約
5
0
0
件
を
安
全
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、吐
血
や
下
血
、閉
塞
性
黄
疸
な

ど
の
救
急
疾
患
に
関
し
て
は
、
早
急
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

１
．鎮
静
剤
・
鎮
痛
剤
を
用
い
た
苦
痛
の
少
な
い

	

内
視
鏡
検
査

手
術（
乳
房
再
建
術
）を
行
な
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

当
科
で
は
、
形
成
外
科
と
合
同
で
再
建
手
術
を
行

な
っ
て
お
り
、
乳
が
ん
の
手
術
と
再
建
の
手
術
を

同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
早
期
の
段
階
で
な
く
て
も
、
手
術
の
あ

と
で
抗
が
ん
剤
や
ホ
ル
モ
ン
剤
に
よ
る
療
法
を
行

な
う
こ
と
で
、再
発
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
抗
が
ん
剤
治
療
を
安
全
に
、
か
つ
少
し
で

も
快
適
に
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
外
来
化
学

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
不
安

や
苦
痛
の
少
な
い
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

く
た
め
、
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
上
部
消
化
管
内

視
鏡
検
査
で
は
鎮
静
剤
、
下
部
消
化
管
内
視
鏡
検

査
で
は
お
も
に
鎮
痛
剤
を
用
い
た
内
視
鏡
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
血
圧
、
脈
拍
、
血

液
の
酸
素
飽
和
度
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
、

安
全
で
楽
な
内
視
鏡
検
査
を
提
供
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
重
篤
な
病
気
を
お
持
ち
で
鎮
静
剤

が
使
用
で
き
な
い
患
者
さ
ん
な
ど
に
は
、
鼻
か
ら

挿
入
す
る
経
鼻
内
視
鏡
も
行
っ
て
い
ま
す
。

２
．小
腸
内
視
鏡
検
査

　

小
腸
は
消
化
管
の
中
央
に
あ
る
長
い
臓
器
で
、

従
来
の
内
視
鏡
で
は
検
査
が
困
難
な
た
め
、
暗
黒

の
臓
器
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、

小
腸
を
た
ぐ
り
寄
せ
て
縮
め
な
が
ら
挿
入
す
る

ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
小
腸
内
視
鏡
と
、
小
型
カ
メ
ラ

を
内
蔵
し
た
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
が
開
発
さ
れ
、
予

想
外
に
小
腸
に
い
ろ
い
ろ
な
病
変
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お

療
法
室
と
い
う
専
用
の
施
設
で
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す（
写
真
2
）。

　

手
術
の
後
に
抗
が
ん
剤
が
必
要
か
ど
う
か
、
遺

伝
子
の
発
現
を
調
べ
る
こ
と
で
よ
り
正
確
に
診
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

乳
が
ん
に
は
遺
伝
に
よ
っ
て
発
症
す
る
家
族
性
乳

が
ん
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
乳
が
ん
を

発
症
し
た
方
と
血
縁
関
係
に
あ
る
女
性
の
多
く
が
、

変
異
の
あ
る
遺
伝
子
を
も
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

く
、
そ
の
遺
伝
子
が
あ
る
か
ど
う
か
の
遺
伝
子
診

断
を
当
科
で
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
当
科
で
は
、
石
灰
化
の
診
断
、
再
建

手
術
、
遺
伝
子
検
査
を
含
め
た
最
先
端
の
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
乳
房
の
手
術
を
行
な
う
こ
と
に
よ
る
精

神
的
な
負
担
や
、
抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
る
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
、
医
師
だ
け
で
な
く
看
護
師
や
薬

剤
師
を
含
め
た
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
最
適
な
治

療
と
、
満
足
い
た
だ
け
る
医
療
を
目
指
し
て
診
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

い
て
も
、
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
小
腸
内
視
鏡
、
小
腸

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
を
用
い
た
診
断
や
治
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

小
腸
の
内
視
鏡
検
査
は
、 

消
化
管
か
ら
の
出
血

が
疑
わ
れ
る
が
上
部
・
下
部
内
視
鏡
検
査
を
受
け

て
も
異
常
が
な
い
と
き
や
、小
腸
腫
瘍
、腸
結
核
、

ク
ロ
ー
ン
病
な
ど
の
小
腸
疾
患
が
疑
わ
れ
る
と
き

の
精
密
検
査
と
し
て
行
い
ま
す
。

３
．内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術

　

内
視
鏡
治
療
処
置
具
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
に

よ
り
、
消
化
管
の
早
期
癌
に
対
す
る
内
視
鏡
的

粘
膜
下
層
剥
離
術（Endoscopic Subm

ucosal 

Dissection : 

E
S
D
）と
い
う
新
し
い
内
視
鏡
治

療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
E
S
D
と
は
、
病
変

の
周
囲
の
粘
膜
を
切
開
し
た
の
ち
、
病
変
の
下
の

粘
膜
下
層
を
剥
離
し
て
癌
全
体
を
内
視
鏡
で
切
除

す
る
方
法
で
す
。
従
来
の
手
法
で
は
手
術
に
な
っ

て
い
た
よ
う
な
範
囲
の
広
い
早
期
癌
を
、
安
全
か

つ
1
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
切
除
で
き
る
確
実

な
内
視
鏡
治
療
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
16
年
よ
り
こ
の
治
療

法
を
導
入
し
て
お
り
、
現
在
で
は
年
間
1
0
0
例

ほ
ど
の
食
道
や
胃
な
ど
の
早
期
癌
の
治
療
を
こ

の
方
法
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
消
化
器
内
科
医
と

外
科
医
が
連
携
し
な
が
ら
診
断
・
治
療
に
あ
た
っ

て
お
り
、
合
併
症
に
対
し
て
も
十
分
な
対
策
の
う

え
に
行
っ
て
い
ま
す
。

乳
腺
・

内
分
泌
外
科

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

診療の実績
乳房の手術・・・・・・・・・・・・・・・・・ 106例
　（内訳）乳がん・ ・・・・・・・・・・・・・・ 100例
・ 乳房温存術・・・・・・・・・・・・・・・54例
・ 乳房切除術・・・・・・・・・・・・・・・46例
・ 乳房一期再建術・・・・・・・・・・・・ ・・8例
・ センチネルリンパ節生検・・・・・・・・・78例
・ 良性腫瘍・・・・・・・・・・・・・・・ ・・6例
甲状腺、副甲状腺の手術・・・・・・・・・・・・・・12例
　（内訳）甲状腺がん・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・1例
副甲状腺機能亢進症・・・・・・・・・・・・・・・10例
ステレオマンモトーム・ ・・・・・・・・・・・・・68例
エコー下マンモトーム・ ・・・・・・・・・・・・ 23例
術前化学療法・・・・・・・・・・・・・・・・・・15例
術後化学療法・・・・・・・・・・・・・・・・・・19例
その他の化学療法・ ・・・・・・・・・・・・・・・12例・

写真１　マンモグラフィーでみつかる石灰化（白い点の部分）

写真２　外来化学療法室

ダブルバルーン小腸内視鏡

３．切除後

２．ESDによる癌の切除

１．陥凹型早期胃癌

カプセル内視鏡



看護師・助産師募集

人材対策室

 「くすりの話」

　漢方薬は、一般に、速効性がないかわりに効果がおだやかで安全性
が高く副作用もないと思われがちです。しかし、漢方薬でもさまざま
な副作用が起こります。
　たとえば、麻黄（マオウ）を含むものでどうきや息切れ、甘草（カン
ゾウ）を含むものでむくみや筋力低下などが報告されています。また、
小柴胡湯（しょうさいことう）は、慢性肝炎など肝臓病の治療に繁用さ
れてきましたが、肝機能障害や間質性肺炎などの副作用が問題になり
ました。
　漢方薬は安全だと勝手に思いこまず、いつもと違う症状が出たら医
師や薬剤師に伝えてください。そして、飲み合わせの問題も起こるこ
とがあるため、何を飲んでいるかは医師にかならず伝えてください。

漢方薬だから副作用はないの？ 開催日 テーマ 講演者

7月28日（水） 肺がんの話 内科 呼吸器・ＲＣＵ科　准教授 
福岡　和也

8月18日（水） お口の健康は歯周病予防から 歯科口腔外科　歯科衛生士 
木﨑　久美子

9月15日（水） アトピー性皮膚炎のストレスをぶっとばせ！ 皮膚科　講師 
上田　英一郎

お問い合わせ先 兵庫医科大学病院　地域医療・総合相談センター
電話番号：0798-45-6035（直通）

10号館3階　第3会議室　15：00～16：30
申込み不要、参加費不要

開催場所・時間

兵庫医科大学

兵庫医療大学

市民健康講座のお知らせ

平成22年度　オープンキャンパス情報

開催日：平成22年8月2日（月）
時　間：13：00～16：00
受　付：12：00～13：00　3号館4階　3-3講義室前
＊詳細はホームページをご覧ください。
http://www.hyo-med.ac.jp/admission/data/campus_excursion.html

開催日：平成22年8月7日（土）、8日（日）、
 21日（土）、22日（日）
時間：いずれの開催日も13：00～17：00
＊詳細はホームページをご覧ください。
http://www.huhs.ac.jp/index.php/examinee/open-campus.html


